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ホットライン まちからのお知らせ、生活に関する制度について

保健福祉課　介護保険係　☎ 476-1111（136）介護 みんなで支える介護保険  NO.122
問

◆介護サービスの利用方法について　～認定申請からサービスの利用・更新まで～

介護保険事業の実績についての報告（利用者の１割負担を除いた大崎町の支払い分）

第1号被保険者（65歳以上の人） ４，７７８人 平成２４年11月末日
現在要介護（支援）認定者 　　　９１８人

給
付
実
績

在宅介護サービス費 ４１，６６９，００３円

平成２４年10月の
給付実績

施設介護サービス費 ５３，６５０，６２９円
その他（介護予防サービス費も含む）  ２８，６９２，８９２円
介護サービス費　　　合計 １２４，０１２，５２４円

尚志館高校の甲子園出場
決まったね！

◆大崎町の介護保険事業の報告

大隅半島から初！
選手 26 名全員大隅半島出身者！

　これまでは広報紙を通じて介護保険制度の説明や介護サービス

の費用・介護老人福祉施設などについて紹介してきましたが、今

月は要介護（要支援）認定の申請からサービスを利用するまでの

流れを紹介します。

≪申請≫

・本人または家族が介護保険係の窓口で申

請を行います。

・介護保険証が必要です。

≪状態の調査≫

・曽於地区介護保険組合より調査員が自宅

に訪問し、調査を行います。

≪審査会≫

・調査の結果と主治医の意見書をもとに認

定審査会が開かれ、その人に見合った認定

の判定を行います。

≪認定結果の通知≫

・要介護度や認定の有効期間が記載された

通知書が届きます。

・介護保険証は窓口交付をしています。

≪介護サービスの選択≫

・『要支援』判定の人は介護予防サービス

を選び、『要介護』判定の人は在宅サービ

スか施設サービスを選びます。

≪ケアプランの作成≫

・ケアマネジャーと相談して本人の希望や

状態にあった介護サービスのプランを作り

ます。

≪サービスの利用≫

・ケアプランにもとづいてサービスの利用

が始まります。

・費用の１割が利用者負担となります。

≪更新≫

・引き続きサービスを利用したい場合は更

新手続きを行います。

・介護保険係より更新案内を行います。

※曽於地区介護保険組合
曽於地区２市１町（曽於市・志布志市・大崎町）で構成され、調査員の派遣や認定審査会の

開催、結果通知の作成などの事務を行っています。　☎099-471-6545（代表）

大崎紙民のつぶやき


